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Caterpillarは、CAT®コンパクトトラックローダ（CTL、
Compact Track Loader）向けに堅牢な足回りを設計、
構築しています。この堅牢性は、CATスキッドス
テアローダや他の競合するコンパクトトラック
ローダとは一線を画しており、過酷な路面条件や
運転しづらい条件の影響を受けにくいシンプルな
設計となっています。CTLの足回りは、幅広い環
境における優れたサスペンション、トラクション、
浮揚力、回転数、生産性および汎用性に対するお
客様のニーズを満たすことができるよう設計され
ています。

この管理ガイドには管理に関
する情報やヒント、提案事項
が記載されていますが、技術
マニュアルの代わりとして使
用することや、当社の部品お
よびサービスのエキスパート
によるアドバイスや推奨事項
の代わりとして使用すること
を意図したものではありませ
ん。本マニュアルを参照し、取
扱説明書（OMM、Operation and 
Maintenance Manual）に記載の
推奨事項に従うことで、CATコ
ンパクトトラックローダの生
産性、耐用年数および価値を最
大限に高めることができます。



このガイドは、CATコンパクトトラックローダの価値を最大限に高めるためのツールとして
お使いいただけます。足回りのしくみと摩耗の仕方を理解することは、摩耗を最小限に抑え、
オペレーティングコストを低く保つのに役立ちます。

運転およびメンテナンスに関する適切なガイドラインに従うことで、投資した機械の寿命と性能
を管理できます。質問がある場合や、サポートが必要な場合は、Catディーラが喜んで対応させ
ていただきます。

 

効果的な管理で、耐用年数を延ばす
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CATコンパクトトラックローダ（CTL）の
スチール埋込みラバートラックは、優れ
たトラクションコントロールを発揮する
以外にもメリットをもたらします。その
独自の設計は、高い浮揚性、低い接地圧、
機械の安定性、滑らかな乗り心地の実現
にも貢献しています。

ブルドーザと同じ特殊なコンポーネント
が使われたゴムとスチームの足回りによ
り、保有経費とオペレーティングコスト
も低減します。ゴム製タイヤを装着した
他の機器とは異なり、足回りが一つのシ
ステムとして機能するように設計されて
います。

足回りの設計と機能
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スチール埋込みラバートラック
CATコンパクトトラックローダには、スチール埋込みラバート
ラックが使用されています。業界標準のこのトラックアセンブリ
には、スチールケーブルでつながれた埋込みスチールバーシステ
ムが使われており、足回りに必要な強度と耐久性を実現していま
す。ラバートラックの足回りにより、ホイールスキッドステアロー
ダと比べて接地圧が低くなり、軟弱地でも地面をあまり荒らさず
に走行できます。

ラバートラック内のスチール埋込み（1）によって、トラック幅
全体にわたって優れた剛性を確保しています。これらの埋込みを
接続するスチールケーブル（2）は優れた引張り強度をもち、ト
ラックの伸張を防ぎます。ケーブルがトラック全長にわたって途
切れることなく巻き付けてあるため、トラックの構造内で弱点と
なることが多い接続部の重なりを排除できます。各スチール埋込
みには、トラック幅に対して垂直に配置されているツメがありま
す。これらのツメが優れたトラックガイディングとなり、トラッ
クのスリップや軌道からの逸脱を防止します。ラバートラック（3）
は耐切削性に優れたゴムコンパウンドでできており、切断抵抗を
最大限高めています。トラックの耐久性が向上することで、さま
ざまな用途や路面条件での運転が可能になります。

CATコンパクトトラックローダラバートラックは頑強で耐用性に
優れたコンポーネントではありますが、不適切に使用することで
摩耗が著しく進み、保有経費とオペレーティングコストが大幅に
増大します。解体、採石、スクラップなどの過酷な用途で作業を
行う場合、尖った物が多い荒れた環境に足回りがさらされ、トラッ
クや足回りコンポーネントの寿命に多大な影響を与えるおそれが
あります。

CATコンパクトトラックローダで使用されているスチール埋込み
ラバートラックは、過酷な環境で耐久性を発揮できるよう、特別
に設計されています。主なトラックトレッドスタイルとして、ブ
ロックおよびバーの 2つがあります。ブロックスタイルのトレッ
ドは、幅広い作業や路面条件に最適な堅牢性の高い汎用トラック
ソリューションとなっています。バースタイルのソリューション
は、耐久性に優れたトレッドソリューションであり、ブロックト
レッドと比較して地面の荒れの低減性能に優れ、あらゆる仕上げ
整地作業に適しています。また、バースタイルのラバートラック
トレッドは、ブロックトレッドパターンと比べて雪の中での作業
時に優れたトラクションを発揮します。

ブロックトレッドとバートレッドのトラックの内部設計構造はど
ちらも同じです。スチール埋込みによって、トラック幅にわたっ
て優れた剛性を確保し、機械の質量をより広範囲に分散すること
で、接地圧の低減を実現しています。埋込みはドライブスプロケッ

トに接続されており、トルクが地面に伝達されます。各埋込みに
あるガイドタブにより、トラックはローラホイールとアイドラに
よって示された経路に従って正しい位置に保たれます。滑らかな
ゴムで埋込みが密封されていることで、ローラホイールとアイド
ラの転がり面が均一になります。内部スチールケーブルにより、
トラック張力が高まったときのトラックの伸張を防ぎます。

トラックを維持するための張力は重要ですが、摩擦駆動のトラッ
クシステムの場合、トラックを運転するのに高い張力は必要あ
りません。トラックに緩みが発生することがあるのは正常です。
CATコンパクトトラックローダに付属の取扱説明書に、適切なト
ラック張力と張力調整手順が明記されています。

トラック張力の調整は、シンプルなリコイルグリーステンショ
ナを使って簡単に実施できます。適切に張力調整を行うことで、
CTL足回りは最適な性能を発揮できます。メンテナンスが不適切
に行われていないトラックは、すべてのドライブコンポーネント
の早期摩耗を引き起こすおそれがあります。張力を定期的に監視
することで、足回りと機械の両方の性能を最大限に高めることが
できます。

CATラバートラックは滑らかな乗り心地、地面の荒れの低減、 
優れたトラクションを実現できるよう設計されています。 

ヘビーデューティバートレッド ヘビーデューティブロックトレッド
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ドライブシステム
CATコンパクトトラックローダは、外部ポジティブドライブを使
用してけん引力をパワートレインからトラックに伝達させます。
ドライブモータにより、足回りの左右にあるスプロケットが別々
に駆動されます。スプロケットとスチール埋込みが噛み合う際、
金属同士が接触することで、これらのコンポーネントが摩耗す
ることが考えられます。トラックの交換を行う際、スプロケット
の交換が必要かどうかも尋ねてみることをお勧めします。スプロ
ケットツースは前進および後進時にその反対側が摩耗します。ド
ライブスプロケットの摩耗に気付いた場合は、右から左に向かっ
て交換することで、足回りの摩耗寿命を延ばすことができ、メン
テナンスコストと修理費用を低減できます。摩耗と交換に関する
詳細なガイドについては、機械の取扱説明書を参照してください。

大型の CATブルドーザと同様に、CTLはオープンな高位置スプロ
ケット設計になっています。ドライブコンポーネントを泥と接触
しない高い位置に配置することで、異物の堆積を防止し、ドライ
ブコンポーネントの整備性と耐久性の両方を高めています。保
有経費とオペレーティングコストを最小限に抑えられるよう、
ドライブスプロケットエリアを定期的に清掃することをお勧め
します。

プラネタリドライブモータは、CTLの押出しパワー（トルク）を
高めるのに役立ち、さまざまな用途や路面条件での機械の運転を
可能にします。2速システムによって高速運転が可能になるほか、
完全独立式のトーションサスペンション足回りシステムによって
滑らかで快適な乗り心地が実現します。

ローラホイール
CATコンパクトトラックローダには、永久密封潤滑式トリプルフ
ランジミッドローラホール、デュアル /トリプルフランジフロン
トアイドラ、シングル /トリプルフランジリアアイドラを含む、
シンプルで定評ある足回りローラシステムが搭載されています。
高強度のオーステンパリング延性鋳鉄でできたこれらのコンポー
ネントにより、機械の質量がラバートラック内のスチール埋込み
に伝達されます。スチール埋込みはトラック内にあるため、負荷
をトラック幅全体に伝達して、低い接地圧と高い浮揚性を確保で
きます。比較してみると、スキッドステアローダでは、タイヤが
地面に接触する 4点に機械の質量が集中されます。また、研摩性
のある資材を扱う作業や、資材の高い取込み量が問題となる場所
での作業など、ローラも悪条件下で優れた耐久性を発揮します。 

CAT コンパクトトラックローダの足回りローラには、
ヘビーデューティメタルフェースシールが組み込まれています。
この設計では、汚染物質の漏れを防止できるほか、ベアリングの
長い耐用年数を実現できます。これは従来の CTLモデルのほか、
大型の CATブルドーザで見られる実績のあるテクノロジです。

トリプルフランジローラホイールは、ミドルフランジに沿ってト
ラックのスチールタブを溝切りし、アウタフランジがトラックの
肉厚ラバー部分の上を転がることで、トラックのガイドとして機
能するほか、滑らかな乗り心地を実現します。多くの競合モデル
では、アイドラがスチール埋込み自体で作動するシングルフラン
ジフロントアイドラ設計が採用されています。CATコンパクトト
ラックローダの設計では、スチール埋込みではなく、トラックの
内表面の肉厚ラバーに沿って 2個のフランジが転がることで作動
するデュアル /トリプルフランジフロントアイドラを採用してお
り、乗り心地が向上しています。CATコンパクトトラックローダ
では、摩耗寿命を延ばすシングルフランジリアアイドラ設計、ま
たはトラック保持力と快適な乗り心地を最大限高めるトリプルフ
ランジリアアイドラのいずれかを採用しています。

ミッドローラホイール
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トーションサスペンション
CATコンパクトトラックローダは、トーションサスペンション足
回りシステムを搭載しており、トラクションと安定性を高めるこ
とでオペレータの快適性と機械の耐久性の向上を実現していま
す。車両フレームには 4個のトーションアクスル（フロント 2個、
リア 2個）を使用して 2個の足回りフレームが取り付けられてい
るため、上方向と下方向への動作が可能になります。左右のトー
ションアクスルペアは互いに独立して動作しており、足回りの左
右が独立して回転することができます。これらの独立したアクス
ルによって、物体に乗り上げても衝撃を吸収し、快適な乗り心地
を実現しているほか、起伏の多い路面でも積荷の保持性を高めな
がらトラックの接地面積を一定に維持します（特に標準の 2速機
能を使用している場合）。

リコイル
CATコンパクトトラックローダのトラック張力調整は単純なプロ
セスです。足回りには、リコイルグリーステンショナが使用され
ています。この張力調整システムは、リコイルスプリングで構成
されています。リコイルスプリングは、フロントアイドラとほと
んどの前進トラックローラに取り付けられています。リコイルス
プリングにより、大きな負荷がかかるとフレームが圧縮されます。
リコイルがフロントの衝撃を吸収して分散することで、足回りコ
ンポーネントに溜まった異物によるトラックの伸張や損傷を防止
します。衝撃発生後、または溜まった異物の除去時に、スプリン
グによってフレームの状態が復元されます。

スチール埋込みタイプのトラックでは、適切なトラック張力が極
めて重要です。トラック張力の調整が不適切な場合、トラックと
一部の足回りコンポーネントの寿命に影響を与えるおそれがあり
ます。そのため、適切な仕様に合わせてトラック張力を調整する
ことが重要です。トラック張力の点検および調整の詳細について
は、機械の取扱説明書を参照してください。
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足回りの摩耗に影響を与える要因
CATコンパクトトラックローダの足回りの摩耗速度は、いくつも
の要因の影響を受けます。生産性と足回りコンポーネントの寿命
を最大限に高める鍵は、これらの要因を認識して可能な限り調整
を行い、影響を最小限に抑えることです。

用途
機械の現場用途は、足回りの寿命に直接的な影響があります。一
般的な用途としては、掘削、積込みと運搬、溝掘り、押土、仕上
げ整地などがあります。

用途で必要なトルクと馬力の量が、足回りコンポーネントの摩耗
に直接影響を与えます。どのような機器でも能力の限界まで使っ
て作業を行えば、特定のコンポーネントに最大限の摩耗を引き起
こします。一般的に、掘削や押土といった過酷な用途では、トル
クと馬力を最大限に発揮し、スプロケットを通じてトラックに伝
達されるため、摩耗が増加します。溝掘りや仕上げ整地などの簡
単でそれほど過酷ではない用途では、必要なトルクと馬力も少な
くなるため、摩耗を抑えられます。

路面条件
作業対象の資材によっては、CATコンパクトトラックローダの足
回りコンポーネントの耐用年数に一部の用途と同等またはそれ以
上の影響を与えるおそれがあります。一般的に、資材の摩耗性が
高いほど、コンポーネントの摩耗速度も上がります。たとえば、
尖った岩石類、建設廃材などは、足回りの一部のコンポーネント
の摩耗が進む場合があります。一方で、柔らかいローム質土壌で
の作業は摩耗を抑えられます。芝生や庭園仕上げなど、摩耗性の
ない資材を扱う作業の場合、通常、コンポーネントの摩耗は少な
くなります。

浮揚性、トラクション、汎用性が高いことから、CATコンパクト
トラックローダは、スクラップや解体廃材を含むあらゆる資材用
途に使用できます。ただし、過酷な条件での使用は、足回りの著
しい早期摩耗を引き起こすおそれがあります。摩耗性の高い資材
を扱う場合、足回りコンポーネントの交換コストも考慮に入れて
ください。

運転技術
CATコンパクトトラックローダを的確に運転するのも、足回りの摩
耗とオペレーティングコストに最も影響を与える要因の 1つです。

急操作をすることで作業は短時間で完了できるかもしれません
が、摩耗と全体的なオペレーティングコストの増大にもつながる
場合があります。たとえば、超信地旋回（スピンターン）で走行
方向をすばやく切り替えると、資材が足回りに取り込まれ、トラッ
クや足回りコンポーネントに不必要な損耗をもたらす可能性があ
ります。実施できる場合は、スリーポイント旋回がお勧めです。
超信地旋回（スピンターン）を行わない旋回は時間がかかります
が、足回りコンポーネントの耐用年数を延ばすことができます。
超信地旋回（スピンターン）は必要な場合にのみ使用するように
してください。作業を完了させるのに必要な最小限の走行速度で
運転するのも、トラックの耐用年数を延ばすのに有効です。2速
機能は作業現場の生産性向上につながるため、必要に応じて使用
する必要があります。しかし、常時高速運転を行っていると、足
回りコンポーネントの摩耗が進む可能性があります。

斜面での運転も摩耗が進む要因になります。斜面で運転する場合
は、運転技術を調整しながら摩耗を最小限に抑えてください。詳
細については、「最小限の摩耗とベストな結果を実現する運転」
セクションを参照してください。

丘陵地、起伏のある道、平地など、地形のタイプも考慮に入れる
必要のある要因の 1つです。平地での CTLの作業は足回りの摩耗
を最小限に抑えられる一方で、起伏に富んだ急斜面での作業は、
コンポーネントの早期摩耗を引き起こすおそれがあります。

CATコンパクトトラックローダは、3:1以下の斜面での連続運転に
対応できるよう設計されています。3:1の斜面は、0.9 m 走行する
ごとに高さが 0.3 m上昇する斜面、または 18 °の斜面として定義
されています。3:1を超える斜面で運転した場合、機械の安定性
とエンジン寿命に悪影響を及ぼします。
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足回りの摩耗に影響を与える要因

メンテナンス慣行
コンパクトトラックローダ足回りでは頻繁なメンテナンスは不要
ですが、簡単な予防メンテナンス手順をいくつか実施することで、
足回りコンポーネントの耐用年数と価値を最大限高めることがで
きます。

トラックを適切に調整すれば、トラックの耐用年数と車両性能を
最大限高められます。トラックが緩い、または過度に締め付けら
れている場合、耐用年数が短くなり、車両性能が低下します。詳
細については、後続のセクション「トラックの張力と調整」を参
照してください。

機械の足回りが清浄であることも重要です。足回りの摩耗の多く
は、コンポーネント間に詰まった異物が原因で起こります。足回
りに異物を残さないようにすることで、不必要な摩耗を回避でき
ます。詳細については、「足回りの清掃」セクションを参照して
ください。

CATコンパクトトラックローダでは、サスペンションにフロント
/リアトーションアクスルが使用されており、日常的に給脂を行
う必要があります。給脂ポイントには地上から簡単にアクセスで
きます。トーションアクスルで実施する定期的な給脂は、サスペ
ンションシステムで機械全体の衝撃や振動を低減しながら、継続
的に快適な乗り心地と優れた積荷の保持性を確保する上で重要で
す。給脂の場所と手順については、取扱説明書に明記されてい
ます。

平地（上図）の場合、トラックは機械の下方向の全質量を支えら
れます。ただし、斜面（下図）の場合は、機械の質量によって側
面荷重が発生し、トラックのミッドローラ、アイドラホイール、
ガイドタブ、ガイド面が摩耗します。ガイドタブ、ミッドローラ、
アイドラホイールの端に見られる不均一な摩耗や過度の摩耗は、
通常、斜面での運転に起因するものであり、正常な現象です。斜
面で運転する場合は、運転技術を調整しながら摩耗を最小限に抑
えてください。詳細については、「最小限の摩耗とベストな結果
を実現する運転」セクションを参照してください。また、斜面で
の適切な運転方法については、取扱説明書を参照してください。
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最小限の摩耗とベストな結果を実現する運転
CATコンパクトトラックローダは、高速で激しい過酷な運転に耐
えられる設計になっていますが、運転技術を調整することで、足
回りの価値と寿命を最大限高められることが実証されています。
スキッドステアローダなどの同様の機器を使い慣れているオペ
レータであれば、追加のトラクション、浮揚性、安定性をうまく
利用することで、すぐにコンパクトトラックローダの生産性を最
大限高めることができます。スキッドステアローダからコンパク
トトラックローダに移行するオペレータは、運転技術を少し調整
するだけで結果を改善できることを念頭に置いておくことが重要
です。

旋回技術
スキッドステアローダを運転したことのあるオペレータであれ
ば、通常の旋回方法として、超信地旋回（スピンターン）が方
向転換を行う際の一番手っ取り早い方法であることを知っている
でしょう。ただし、これは最もタイヤの摩耗を早める方法でもあ
ります。スキッドステアローダは、比較的簡単にタイヤのトラク
ションを失わせ、横滑りしてスピンできるため、たやすく超信地
旋回（スピンターン）を行うことができます。地面に対するトレッ
ドとトラクションがはるかに大きいコンパクトトラックローダで
は、超信地旋回（スピンターン）を行うのが難しくなります。コ
ンパクトトラックローダの超信地旋回（スピンターン）を行うと、
トラックや他のコンポーネントの不必要な摩耗につながる可能性
があります。

スリーポイント
旋回

緩旋回

コンパクトトラックローダの足回りの寿命を最大限高めるには、
非常に狭い場所など、超信地旋回（スピンターン）は必要な場合
にのみ使用するようにしてください。超信地旋回（スピンターン）
ではなく、ゆっくりと前進または後進しながら、緩旋回（スリー
ポイント旋回）を使用してください。

尖った岩石類などの研磨物質の上で急な旋回を行うと、トラック
とローラホイールで早期摩耗を引き起こすおそれがあります。緩
旋回により、切削や損傷を最小限に抑え、足回りコンポーネント
の寿命を最大限高めることができます。

軟弱地で旋回する場合は、緩旋回を行うようにしましょう。急な
旋回や超信地旋回（スピンターン）を行うと、スカッフィングや
資材の不要な堆積物が発生するおそれがあります。

斜面での作業
同程度のサイズのホイール付き機械と比べて安定性が大幅に高い
コンパクトトラックローダは、斜面での使用に最適です。斜面を
横断して走行する必要がある場合、3:1（18.4 °）未満の斜面であ
ることを確認してください。先ほども説明したように、斜面を横
断しながら作業を行う（図 1）と足回りコンポーネントの摩耗を
早める場合があります。可能な限り、斜面を横断するのではなく、
上り下りすることで、側面荷重による不必要な摩耗を低減でき
ます。

1

斜面を上り下りしながら作業を行う（図 2）ことで、機械の端に
ある最も重い部分が斜面の上に位置することになります。ローダ
は通常、最大積載時は機械のフロントエンドが、非積載時はリア
エンドが重くなります。また、異常に重い積載物を避け、積載物
をできる限り少なくする必要があります。斜面での適切な運転方
法については、取扱説明書を参照してください。

2
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最小限の摩耗とベストな結果を実現する運転

斜面での運転時は、中腹または上下の走行時のいずれにお
いても、直接 90 °の旋回を行わないようにしてください。
斜面で急な旋回を行うと、トラックガイド（タブ）に不必要な摩
耗が発生し、トラックとローラホイール間に資材が入り込む可能
性があります。また、場合によっては、トラックが軌道から外れ、
トラックの損傷につながるおそれがあります。

トランジションを伴う作業
トランジションとは、平地から斜面に変わった場合など、斜面や
高さの変化が見られる場面を指します。縁石や岩棚もトランジ
ションと見なすことができます。

トランジションを伴う場所を横断する必要がある場合、機械をト
ランジションに対して 90 °の角度に向けて実施してください。機
械のいずれかのトラックが地面に完全に支えられていない場所で
は、トランジションを伴う作業を行わないようにしてください。
地面に完全に支えられていないと、トラックやローラホイールに
側面応力がかかり、トラックが軌道から外れたり、トラックの損
傷につながったりするおそれがあります。

バックドラグ
スキッドステアのオペレータの中には、バックドラグの際にバ
ケットの押下げ圧を最大限高められるよう、ローダに十分な押下
げ力をかけて、フロントタイヤを地面から離して持ち上げる人も
います。同じ技術を CATコンパクトトラックローダに使うと逆効
果になります。トラクションを失い、トラックがスピンし、トラッ
クとリアローラホイールの早期摩耗を助長させてしまいます。

トラック全長を地面に接触させておくことで、トラクションを最
大限高め、機械のサスペンションを活用することができます。浮
き機能を使用すると、ローダアームでバックドラグを行う際に、
優れた結果をもたらし、足回りの寿命を最大限に延ばすことがで
きます。押下げ圧がさらに必要な場合、CTLサスペンションシス
テムでは足回りを地面から離すことなく、追加の押下げ圧をかけ
ることができます。地面を滑らかにするのに必要な分だけ圧力を
追加してください。
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トラックの張力と調整
コンパクトトラックローダのトラックは、足回りの重要なコン
ポーネントです。最適な性能と最大の耐用年数を実現するには、
適切なトラック張力が必要になります。ドライブスプロケットと
フロントローラホイール間のトラックに緩みが見られるのは正常
です。

トラック張力の点検に関する推奨方法については、機械の取扱説
明書を参照してください。

通常、新しいトラックを調整したら、定期的な再調整を行う必要
はありません。ただし、トラック張力は定期的に点検してくださ
い。推奨される張力仕様の範囲外にあるトラックは、足回りコン

ポーネントの摩耗が進む原因になります。トラックが緩すぎると、
トラックドライブ埋込みがスプロケットツースの上を飛び越えて
しまいます。この状態は「ラチェッティング」と呼ばれ、スチー
ル埋込みやスプロケットツースの摩耗または損傷が進むおそれが
あります。トラックがきつすぎると、足回りの早期摩耗、トラッ
クの早期故障、電力損失、ベアリングの故障につながる可能性が
あります。トラック張力を過度に高くしても（きつくしすぎても）、
トラックが軌道から外れるのを解決できるわけではありません。
軌道からの逸脱は不適切な運転技術が原因で発生する問題である
ためです。トラック張力、点検、メンテナンスの適切な手順と間
隔については、取扱説明書を参照してください。



足回りの清掃
足回りは多くの場合、泥、砂利、異物などの研磨性物質にさらさ
れます。足回りは定期的に清掃することをお勧めします。足回り
の清掃頻度は、作業対象の資材によって異なります。通常は毎日
の清掃で十分です。泥、砂、粘土、砂利など、粘性のある研磨物
質を扱う場合は、足回りコンポーネントの不必要な摩耗を低減で
きるよう、1日複数回など、できる限り頻繁に清掃する必要があ
ります。

資材がたまりやすいローラおよびアイドラホイール間と、スプロ
ケット周辺は特に念入りに清掃してください。利用可能な場合は、
高圧洗浄機も役に立ちます。高圧洗浄機がない場合は、足回りか
ら異物を取り除くことのできる小さいショベルや同様のツールを
使用してください。ただし、足回りコンポーネントを傷つけない

ように注意してください。スクラップや異物を扱っている場合、
ホイールアクスルに巻き付いている可能性のあるワイヤなど、資
材の破片を取り除きます。

足回りの清掃タイミングを決めておくのは、作業の遂行のしやす
さを左右する大きな要因になります。たとえば、1日の終わりに
泥などの資材を除去すれば、翌朝泥が乾いてから除去するよりも
はるかに簡単になります。

寒冷時や作業シフト間に温度が氷点下になるおそれがある場合、
シャットダウンする前に機械を前後に運転することで、水分や資
材の堆積を低減させ、凍結を防ぐことができます。
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摩耗コンポーネントの評価
部品の交換
摩耗コンポーネントの交換は、すべての機器の保有経費とオペ
レーティングコストに直接影響を与えます。CATコンパクトトラッ
クローダの足回りコンポーネントはすべて、最適な性能と耐用年
数を実現できるよう設計されています。耐用年数が終わると、コ
ンポーネントは直ちに交換する必要があります。摩耗コンポーネ
ントを交換しない場合、他の関連コンポーネントの摩耗または故
障が早まり、保有経費とオペレーティングコストの増大につなが
ります。反対に、見かけ上は荒れて摩耗していても実際には耐用
年数が終わっていない摩耗コンポーネントを交換すると、保有経
費とオペレーティングコストが不必要に増大します。摩耗コン
ポーネントが使用可能であるか、使用不可であるかを評価できる
ことが重要です。

Catディーラが、すべての CAT機械における摩耗コンポーネント
を評価するのに最適なリソースとなります。コンポーネントを
交換する必要がある場合、可能な限り、トレーニングを受けた整
備者からアドバイスを受けください。 

後続のセクションには、運用中に摩耗する、足回りのいくつかの
主な領域について、使用限度を理解するのに役立つガイドライン
が含まれています。足回りの摩耗の仕方を理解することで、ディー
ラと一緒にコンポーネントの交換計画を立てることができ、突発
的な休車時間を低減できます。 

アイドラ /ローラホイール
足回りのアイドラ /ローラホイールの主要機能は以下の通りです。

1.  機械質量をフレームからトラックに分散させる

2.  トラックをガイドする

アイドラ /ローラホイールは、定期的に交換する必要がある摩耗
コンポーネントです。高摩耗の条件下で運転を行うと、アイドラ
とローラの早期摩耗を引き起こす可能性があります。ホイール
が損傷して鋭いカッティングエッジや大きな凹凸が生まれる場
合、すぐにホイールを交換してトラックの過度な摩耗を防ぐ必
要があります。ローラホイールが記載の通り機能を続けている
場合は、交換する必要はありません。足回りに岩石や異物を残
さないようにすることで、ホイールの研磨性のある損傷部分に
よって引き起こされるトラック内部の摩耗を低減できます。ア
イドラおよびローラの主な機能は、足回りを移動するラバート
ラックをガイドすることです。用途によっては、トラックタイ
ンがローラまたはアイドラ（シングルフランジアイドラは含ま
ない）の内部フランジと接触し、タインおよびローラ、または
アイドラの両方摩耗を引き起こします。

ローラまたはアイドラのアウタフランジ厚の定期点検で、摩耗を
引き起こしているトラックタインの接触を軽減するために機械の
運転方法の変更が必要である、と示される場合があります。

斜面中腹での用途、路面条件、超信地旋回（スピンターン）、ロー
ラ /アイドラのずれなどが、この摩耗に影響を与える可能性があ
ります。

以下のチャートに、アイドラおよびローラの摩耗測定ガイドライ
ンを示しています。
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摩耗コンポーネントの評価

アイドラホイールおよびローラ 
ホイールの摩耗

トリプルフランジ 
アイドラ /デュアル
フランジアイドラ

トリプル 
フランジ 
ローラ

寿命 肉厚（A）（mm）

100 % 9 15

75 % 8 12.5

50 % 7 10

25 % 6 7.5

0 % 5 5
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トラックトレッドの摩耗
この測定では、トレッドの摩耗度が大まかにわかります。
グローサの最上部から、トラック上面の最下部を測定する必要が
あります。この摩耗は路面条件と運転技術の影響を受けます。

トラックバーの鍛造摩耗
この測定では、スプロケットとトラックインターフェイス間の摩
耗度がわかります。この摩耗領域は路面条件、運転技術、トラッ
ク張力の適切な維持状態の影響を受ける場合があります。

寿命
鍛造幅（mm） 

全ラバートラック

100 % 40

75 % 38.5

50 % 37

25 % 35.5

0 % 34

 

トラックの鍛造が 34 mm未満である場合、トラックを交換する必要があ
ります。

トラック
CATコンパクトトラックローダは幅広い用途、資材、運転技
術に対応しているため、トラックの耐用年数が異なる場合が
あります。硬い資材を扱う場合や、斜面で連続運転する場合
は、トラックの摩耗が進む可能性があります。ほぼすべての
用途や資材において、一連のトラックに摩耗、亀裂、切削、
ラバーチャンクの欠落などが発生する場合があります。これ
は正常な現象であり、必ずしも機械の性能が低下する原因に
なるとは限りません。ただし、腐食作用が進むに伴って、ト
ラック内の埋込みスチールのコードが露出した場合は、すぐ
に修理することをお勧めします。露出している状態で過度な
運転を行うと、高額で不便なコンポーネントの修理につなが
るおそれがあります。修理の詳細については、最寄りの Cat
ディーラにお問い合わせください。

ただし、足回り内の一部のスチールは露出していても修理が
必要ない場合もあります。CATコンパクトトラックローダの
累積サービス時間に伴い、スチールガイドタブのラバーがな
くなっていく場合があります。この種の摩耗は正常で、想定
されており、ならし運転プロセスの一部に含まれています。

トラックの整備性を評価するための主要基準は以下の通り
です。

1.   使用するために適切な張力をトラックが維持できる必要が
あります。張力を維持できない程度の裂け目や損傷が見ら
れるトラックは交換する必要があります。

2.   トラック張力が適切であるにもかかわらず、埋込みが継続
的にスプロケットツースの上を飛び越えたり、徐々に上
がったりしていないことを確認します。摩耗または損傷が
原因で埋込みが継続的に上がってくる場合は、交換が必要
かどうか、トラックとスプロケットを評価する必要があり
ます。

ヘビーデュー
ティブロック 

ヘビー 
デューティバー

標準 
デューティ

寿命 トレッド深さ（mm）

100 % 25 21 25

75 % 21 18 21

50 % 17 15 17

25 % 12 11 12

0 % 8 8 8

 

トレッド深さが 8 mm未満である場合、トラックを交換する必要があります。
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摩耗コンポーネントの評価

ドライブスプロケット
コンパクトトラックローダのドライブスプロケットでは、馬力と
トルクがドライブトレーンからトラックに伝達されます。スプロ
ケットはトラックのスチール埋込みと接触することで自然に摩耗
します。トラックを交換する際に、摩耗していないかスプロケッ
トを評価する必要があります。交換トラックの寿命を最大限高め
られるよう、スプロケットの交換もこのタイミングで行う必要が
ある場合があります。ツースの摩耗が最小限に抑えられている場
合などは、スプロケットを回転させて再利用し、保有経費とオペ
レーティングコストを低減できることもあります。この摩耗領域
は路面条件、運転技術、トラック張力の適切な維持状態の影響を
受ける場合があります。

図に示す 3箇所でスプロケットツースを測定し、3つの測定の平
均値を計算します。測定の詳細については、取扱説明書を参照し
てください。スプロケットツースの 3つの測定の平均値が 50 %
の摩耗を示している場合、スプロケットを反対側に変えます。ス
プロケットツースの 3つの測定の平均値が 75 %以上の摩耗を示
している場合、交換が必要です。

CTLラバートラック

アクション スプロケットの平均測定値（mm）

50 %の摩耗（再配置限界） 178

75 %の摩耗（交換限界） 165
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作業条件 – 保有経費およびオペレーティングコスト（O&Oコスト）
の主な要因

作業慣行がコストに与えている影響を確認するため、以下の各カテゴリについて、最もよく当てはまるものの値を
選択してください（1～ 4）。 
用途 （1～ 4）x 0.05 重み付け係数 ____  合計    ____
運転技術 （1～ 4）x 0.25 重み付け係数 ____  影響係数（合計 /4）  ____
路面条件 （1～ 4）x 0.35 重み付け係数 ____
メンテナンス慣行 （1～ 4）x 0.35 重み付け係数 ____    

3x$

2.5x$

2x$

1.5x$

1x$

0.5x$
1 1.5 2 2.5 3 3.5 4

コ
ス
ト

影響係数

標準デューティトラック

ヘビーデュー
ティトラック

摩耗コンポーネントの評価
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エキスパートによるサポート
足回りの寿命を最大限延ばすために
足回りへの投資を最大限に活かすには、足回りを知ることが重要です。このガイドで示した運転技術やメンテナンス慣行に従
うことで、耐用年数を大幅に延ばすことができます。また、Catディーラは部品やサービスのソリューションをご用意してい
るほか、運用中のアドバイスにも対応しており、喜んでお客様のサポートをさせていただきます。

機械の運転、メンテナンス、サービスについてご質問がある場合は、Catディーラまでお問い合わせください。
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